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I．はじめに

神戸女子大学看護学部看護学科は，2015 年 4 月

の開学時からコミュニティ・オブ・プラクティス

（Community of Practice : 以下 COP）の考え方を看

護基礎教育に取り入れ，1 年生から 4 年生で構成される

小グループで学び合う「学びのグループゼミ」を，各学

年，1 単位の通年科目として配置している．加えて，毎

年開催されている看護セミナーにおいでは，本学部科の

特色であるこのCOPの学びを深めている．

この授業を受けた卒業生は，いま医療現場で看護職と

して何を考え，どのように活動しているのか．6 回目と

なる今回の看護セミナーでは，COP の概念に精通した

講師を招き，授業「学びのグループゼミ」を経験した 4

名の卒業生の語りから，看護職の成長に COP がどのよ

うに影響しているのかを考えるセミナーとなったため，

ここに報告する．

II．看護セミナーについて

1 ．テーマ，方法

　「コミュニティ・オブ・プラクティスは看護職をどう

育むか」をテーマにパネルディスカッションが行われた．

2 ．開催日時

2022 年 2 月 23 日（水）10：00 ～ 12：30

オンライン開催

3 ．内容

1 ）�「コミュニティ・オブ・プラクティスの考え方をと

り入れた授業『学びのグループゼミ』について」

元木　絵美氏（神戸女子大学看護学部　講師）

神戸女子大学看護学部の基礎看護教育に COP の考え

方をとり入れた理由のひとつに，臨床現場で看護師に求

められる実践力が高度化してきていることが挙げられ

る．看護師が行う判断や意思決定は常に状況に依存し，

基礎教育においては深い知識や正確な技術を教えるだけ

でなく，それを状況に合わせて適切に使いこなせる人を

育むよう求められている．Wenger ら（2002）は，この

ような実践力を育むには，同じような状況に直面する

人々と交流し，経験や体験を共有する機会が必要だと述

べている．そこで神戸女子大学看護学部では，1 年生か

ら 4 年生までの各学年に，1 単位の通年科目として，授

業「学びのグループゼミ」を配置し，学生が同級生との

横のつながりだけでなく，上級生や下級生という縦のつ

ながりの中で学びを共有できるようにした．学習背景の

異なる他者の経験に触れることを通して，看護の思考過

程や実践に伴う判断の探究が促され，それぞれの学生が

「私」はどのように患者に関わっていくのかという，看

護師としてのアイデンティティが養われることを期待し

ている．

「学びのグループゼミ」の授業方法は，各学年およそ

10 人ずつの 40 人で一つのグループを構成し，8 つのグ

ループで授業を行っている．授業は，前期 4 回，後期 4

回の通年 8回，ゼミナール方式で開催している．授業「学

びのグループゼミ」の到達目標は学年別に設定されてお

り，例えば 3年生の場合，学びのグループに参加し，他

者に看護実践を表現すること，伝えることを通して，自

己の学びを深め，看護専門職について考えることが目標

となっている．学生の学びのグループへの参加の仕方は，

コア・グループ，アクティブ・グループ，周辺グループ
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という 3つの度合いがあり，授業設計を行うコア・グルー

プメンバー以外は，自由に参加していた．グループに 4

～ 5名配置されている教員は，異なる履修レベルにある

学生の相互交流が効果的に行われるようにコアメンバー

の相談役になるなど，学生の学び合いを活性化させる役

割を担っている．

学生は，「学びのグループゼミ」へ参加することを通

して，安心して学び合う場を創り出すことをしていた．

そこでは，「存在価値を見出す」「経験を問い直す」など

の相互作用が学生間に生じ，その結果グループの役に立

てているという実感を得られたことで，さらに学びたい

と動機付けられていく，つまり学生の学び合いが促進さ

れていたことが明らかになった（元木ら，2002）．「学び

のグループゼミ」のように，学生が共同参加することで

学習が動機づけられるような仕掛けを設けることができ

れば，知識提供型の学習とは異なる学びが促進される可

能性が示唆された．

「学びのグループゼミ」は，先述したような効果があ

る一方，授業時間の確保が難しいなど，準備や運営の課

題がある．また，昨今のコロナ禍で遠隔授業となった時

に，学生が同じ「場」を共有できないことによる影響を

どう補うのかという課題が示された．

2 ）卒業生のインタビュー「臨床現場で私が大切にし

ていること」

「学びのグループゼミ」を履修した卒業生が，卒業後

にどのような経験をし，どのようなことを感じ，考えな

がら活動しているのかを事前に聴き取った．各々の語り

の要約を，以下に記載する．

（1）「患者が本当に伝えたいことを，聴く」

� 満田　柚香氏（2019 年卒 / 看護師）

臨床では，言語的コミュニケーションが難しい患者も

含めて「傾聴」することを大切にしている．聴くときは，

患者が本当に伝えたいことは何なのかを常に考えるよう

にしていて，患者から伝えてもらったことは本人に許可

を取りながら他のスタッフと共有している．病棟全体で

患者がどのような気持ちで過ごしているのか意見を出し

合いながら，関わりを考えていくことを実践している．

大学での学びを振り返ると，傾聴することに焦点を当

てた意見交換が多かったように思える．学びのグループ

ゼミでは学年が違うメンバーでの意見交換だったため，

お互いに自分の言いたいことを伝える難しさがあり，伝

わるような話し方や言葉選びなど，相手のことを理解す

る姿勢は学んでいたと感じる．それが今，臨床で患者や

その家族に関わる姿勢へとつながっている．

（2）「�対象者の健康問題を，背景にある生活を踏まえ

て知っていく」�伊藤　優氏（2019 年卒 / 保健師）

保健師として活動している中で，対象者の考え方や思

いを知りたいという姿勢を常に持つことを大切にしてい

る．例えば，「不安」では，今困っていることだけでなく，

将来のことや環境のことなど，対象者の生活を知らない

と本当の理解はできない．このように対象者を，生活し

ている人と意識して関わるという姿勢は，学びのグルー

プゼミで見出せた考え方の一つである．

また学びのグループゼミで下級生の意見や感想を聞い

たときに，自分が 1年生や 2年生の感覚に戻れることを

実感していた．学生を積み上げるにつれて知識を伝える

ことも大切ではあるが，上級生として教えるのではなく，

同じ立場で話し合っていくと新しい気づきがあることを

体験できたと思う．またそれは，今の保健師として対象

者と関わるうえで，医療者としての立場だけでなく，同

じ生活者として関わることにつながっていて，忘れては

いけないことだと思っている．

（3）「�他者に伝える経験を積むことで，発信力が育ま

れる」� 高本　晏季氏（2019 年卒 / 看護師）

学びのグループゼミでは，どうすれば他学年に自身の

経験が伝わるかを考えながら発言していた．効果的に伝

わるよう工夫した経験が，後輩指導やカンファレンスで

の意見交換，患者との関わりで役立ったと感じる．卒後

3 年目で急性期の病棟から緩和ケア病棟に異動になり不

安もあったが，他者と会話する力や発信力が身に付いて

いたことで，職場に馴染みやすいと感じる場面があった．

これは，学びのグループゼミでコミュニケーション技術

を訓練できた結果であると感じている．緩和ケア病棟で

は，患者からの正解がない問いかけに，どのように応え

たらいいのかわからないという体験をした．先輩はどう

しているのかを尋ねたりしながら，自分はどうできるの

かを考えている．このように臨床では，看護師同士ある

いは多職種に，患者の状況や自分の悩みを自分から発信

していかなければならないことがある．学びのグループ

ゼミで身に付けた力を活かしながら，今後も更にコミュ

ニケーション技術を高めていきたいと考えている．
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（4）「�他者に伝えることを通して，自己の実践を振り

返る」� 前田　ありさ氏（2019 年卒 / 看護師）

疾患の特徴で長期入院の患者が多いが，日々の関わり

の中で，患者にとってプラスの変化に気づき，それを患

者に伝えることを大切に実践している．自分が気づける

ことは限られているが，目に見えることだけではなく，

検査データや薬剤などの変化，他スタッフからの情報や

記録などからも見つけるようにしている．そのような関

わりが患者にどのような影響を与えているのかなど，自

分の行動を振り返ることや助言をもらうことも大切だと

思っている．

学びのグループゼミで，実習経験を全学年で共有して，

そこから学年関係なく意見をもらいながら，自分の実践

のどういうところが良かったのか，他にどのような方法

があるのかを考える機会があったので，今できているの

ではないかと思う．自分の実践を共有して多く意見をも

らうことは自分の成長につながると感じている．

3 ）「�看護職を育む方法としてのコミュニティ・オブ・

プラクティスの可能性について」

� 　　松本　雄一氏（関西学院大学商学部　教授）

関西学院大学商学部　松本雄一氏より，「看護職を育

む方法としてのコミュニティ・オブ・プラクティスの可

能性について」と題し，松本（2019）の内容を中心に講

演があった．

実践共同体とは，「あるテーマに関する関心や問題，

熱意などを共有し，その分野の知識や技能を持続的な相

互交流を通じて深めていく人々の集団」であり，学習の

ためのコミュニティだと考えられる．この実践共同体に

は，様々な実践に携わることで，参加を深めその過程で

知識や技能を獲得・伝承される「熟達学習」，実践共同

体に参加することで，現場や学校での学びを違った視点

で捉える「複眼的学習」，現場や学校など，様々な境界

を越えて多様な人々と出会い経験することから学びと人

脈を得る「越境学習」，現場や学校での問題意識を実践

共同体で検討し，また現場に持ち帰って試す「循環的学

習」の 4つの学習スタイルがある．さらに，実践共同体

は小規模で活動頻度の高い「熟達型」，比較的大きく活

動頻度は低い「交流型」の 2タイプを区別することとさ

れ，それぞれのタイプに適した学習スタイルも異なるた

め，両者を使い分けること，そして組み合わせることが

学習促進にとって重要なこととなる．

「技能伝承の促進」における実践共同体の事例研究に

よると，企業を超えて技能者が集まる場があることで，

各企業に所属する技能者は「仲間がいた」という感覚を

得られ，更に各技能者が実践共同体で得られた知識を企

業で発揮することが出来ていた．更に，より大きな実践

共同体に参加することで，人脈が広がって，さらに小さ

い実践共同体の学習が活発になっていた．

学びのグループゼミは実践共同体である．基礎看護教

育のなかにこのような実践共同体を組み込むメリット

は，本来なら失敗できないことを訓練することができる

というところにある．看護職の実践は，患者の生命を左

右する行為であるため，大きなやりがいにもなるが，気

軽に失敗できない．学びのグループゼミは，強力な「代

理学習」を促進する場となっている．また，現場の現実

を知ることにより価値観が変容すること，患者との対話

のレパートリーの獲得など，「聴ける・話せる・成長で

きる看護師」を育成する場となっている．

パネルディスカッションのスライドより
「実践共同体の 4 つの学習スタイル」

5 ．ディスカッション

玉木敦子氏（本学看護学部/教授）がコーディネーター

を務め，松本雄一氏（関西学院大学商学部 / 教授），伊

藤優氏（卒業生代表），元木絵美氏（本学看護学部 / 講

師），野並葉子氏（本学看護学部 /特任教授）が登壇し，

看護職の成長に COP の考え方をとり入れた授業「学び

のグルーゼミ」で育まれた力などについて討議された．

1 ）「学びのグループゼミ」で育まれたもの

野並氏より卒業生の語りから，学びのグループゼミで

身に付けた「聴く力」「チームを作る力」「つないでいく

力」が臨床現場で発揮されていることがわかる，さらに

臨床現場で成長し続けていることが実感できると述べら

れた．また，卒業生代表の伊藤氏より，対象者をより深

く知るには，土地の風土や習慣，健康問題への対処法な

ど，その人の生活を知ることが重要で，支援する場合に
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はさらに，専門職種に「つないでいく力」が求められる

ことが述べられた．ケアの対象者を生活する人として，

支える考え方は「学びのグループゼミ」で話題となった

テーマであったことを，保健師として活動しながら困っ

たときに思い出し，現在の活動に活かせていると実感で

きる．他にも，保健師グループで話し合いをするときに，

学びのグループゼミで話し合ったことが思い起こされる

ことがあり，それが松本氏の講演の中にあった「内面化

された実践共同体」であると実感できたと語られた．

野並氏より，「看護の改革者として，チームや病棟の中，

病院の中などいろんな形の繋がりや学びの場を作ってい

くことが出来る人になって欲しい」という思いから，学

びのグループゼミの授業を組み入れたことが語られた．

そのためには，発信力が必要となるので「学びのグルー

プゼミ」という小さなグループ，安全な場で発信力をト

レーニングしてほしいという考えが教員にはある．看護

職は，ケアの質向上のために，病棟など現場で自分を守

りながら看護職としての意見を発信しつつ，他の専門職

とつながり，折り合っていける力が必要となる．本学看

護学部では，そのための共同体を自ら作れるようにと考

えて学生を送り出している．卒業生 1人 1人が，自身の

経験を活かし，それぞれのコミュニティを発展させてい

くことを期待していると語られた．

2 ）看護実践力を育む仕組みについて

「学びのグループゼミ」は，「聴ける・話せる・成長

できる看護師」を育成できる仕組みであることが松本氏

より述べられ，仕組みが成功しているのは大きく分けて

2 つの要因があると示された．一つ目は「学びのグルー

プ」でのディスカッションでは何を発言しても良いとい

う心理的な安全が保障されていること，二つ目は，教員

が学生の「学びのグループゼミ」への参加を見守ったり，

刺激したりするなどして，コミュニティが活性化するよ

うに世話をしていることが挙げられた．

元木氏より，教員として「学びのグループゼミ」に参

加するときには，学生と一緒になぜなんだろうと考えら

れる場，新たな気づきが得られる場であると，知識提供

型の講義との違いを常に意識していることが語られた．

また，野並氏より，学びのグループゼミで教員には，指

導することではなく，学生が勇気をもって発言している

姿に耳を傾け，時間を共有して成長を喜び，いつも見て

いると示すという大きな役割があると述べられた．

松本氏より，伊藤氏が授業開始当初，「学びのグルー

プゼミ」が何をする場なのかよくわからなかったが，コ

ア・グループメンバーとして授業設計にかかわることを

通して，学びのグループゼミで学び得ることは何なのか，

後から気づくことができたという例を挙げ，この時教員

が何をしていたのかを振り返ることが大切であると意見

があった．教員は学生に，なぜこの授業で実習体験を話

し合うことが大事なのか，わからなかったら自分達で考

えていくように促すよう関わっており，そのように学生

の意識を変えたり，価値観を考え直す機会を作っていた

のではないかと述べられた．

最後に伊藤氏が在学生に向けて，「学びのグループゼ

ミ」という学生と教員が同じように学び合う場があるこ

と，そこで得た学びを大事にしてほしいと語った．それ

は，大学で経験したことが今まさに現場で活かされてい

ると実感しているからだと述べた．松本氏からは，学び

のグループゼミは卒業生が成長し続けていけるしくみと

して有用であること，この仕組みを経て学んだ学生は学

び続けられる看護師としてブランド化されることが期待

できると述べられた．最後に野並氏より，分からないこ

とが恥ずかしいことではなく，分かったからこそ分から

ないことに気づくことができるようになる，現場で分か

らないことに気付けた卒業生は，大学院に戻るという形

でコミュニティに還り，さらに看護を深めていって欲し

いと思いが語られ，パネルディスカッションは終了した．

6 ．�第 6 回神戸女子大学看護セミナーについてのアン

ケート調査結果

1 ）アンケート調査の目的と実施方法

第 6 回看護セミナーの評価と今後の実施に対する要

望等を把握することを目的に，参加者を対象としたア

ンケート調査を行った．アンケートは，オンラインで

URL を配信した．質問項目は，回答者の年代，職種，

就業場所，本学の取り組み，実践報告と講演，パネルディ

スカッションの満足度，看護セミナーの開催時期と周知

方法について，今回の看護セミナーについての意見や感

想，今後の看護セミナーへの要望や希望するテーマにつ

いてである．満足度に関しては，5 が「とても満足」，1

が「不満足」の 5段階評価とした．

2 ）アンケートの回収率と回答者の属性

アンケートは看護セミナー参加者 86 名全員へ配布し，

回収は 41 名，回収率は 47％であった．回答者の職種は，

看護師 18 名（44％），教員 17 名（42％），助産師 2名（5％），
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学生 2名（5％），保健師 1名（2％），その他 1名（2％）

であった．就業場所は，教育機関 23 名（56％），病院 9

名（22％），行政機関 1名（2.5％），訪問看護ステーショ

ン 1名（2.5％），その他 7名（17％）であった（図 1）．

図 1　参加者の属性

3 ）看護セミナーに対する満足度

（1）�「コミュニティ・オブ・プラクティスの考え方を

取り入れた授業『学びのグループゼミ』について」

の満足度

「学びのグループゼミ」についての講演の満足度は，「と

ても満足した」が 29 名（71％），「満足した」が 12 名（29％）

であった（図 2）．「学びのグループゼミの実際を学ぶこ

とができた」「学部生に対して行われている実際と OG

からのインタビューで臨床にどう生かされているのか知

ることができた」など，学びのグループゼミの取り組

み方とその実際について理解への記述があった（表 1）．

また，「教育科目では分類できない，看護師の基礎能力

の育成について改めて考える機会となった」など，基礎

能力育成方法を検討するきっかけになったという意見も

あった（表 1）．

図 2　講演「学びのグループゼミ」についての満足度

表 1　講演「学びのグループゼミ」についての自由記載内容

学びのグループゼミの実際を学ぶことができた．

教育科目では分類できない，看護師の基礎能力の育成につい
て改めて考える機会となった．

改めて，ゼミのコンセプトも理解できたし，実施しているゼ
ミの効果を感じられたから．

授業で学んだ実践コミュニティの重要性，各グループによっ
て引き出す力などを認識することができた．

学部生に対して行われている実際と OG からのインタビュー
で臨床にどう生かされているのか知ることができた．

卒業生の話を聞きすごく成長されているのだと思い，授業の
良さがよくわかった．

どのように学びのグループが成長していくのかについて，イ
メージを共有することができた．

期待していた以上の充実感が伝わってきた．

（2）�「臨床現場で私が大切にしていること」について

の満足度

卒業生による「臨床現場で私が大切にしていること」

についての満足度は，「とても満足した．」が 29 名（71％），

「満足した．」が 11 名（27％），無回答が 1名（2％）で

あった（図 3）．「グループゼミによる成果がそれぞれの

姿勢や態度に表れていることに驚いた．」「みなさんは簡

単にあきらめる（仕事を辞める）という選択はせずに壁

を乗り越えられる人材だと感じた．」と，卒業生に対す

るコメントや，「学び続けることができるための教育の

仕掛けが大事なのだなと考えた．」といった，教育への

気づきとなる意見もあった（表 2）．

図 3　「臨床現場で私が大切にしていること」についての満足度
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表 2．�「臨床現場で私が大切にしていること」についての自由
記載

卒業生の方の真摯な口調と成長されている姿をみることは教
育へのエネルギーになると感じた

グループゼミによる成果がそれぞれの姿勢や態度に表れてい
ることに驚いた．

学び続けることができるための教育の仕掛けが大事なのだな
と考えた．

学生時代の学びが臨床でどのように生かされているのか知る
ことが出来た．

みなさんは簡単にあきらめる（仕事を辞める）という選択は
せずに壁を乗り越えられる人材だと感じた．

卒後 3 年目の看護師がどのような思いを持って看護をしてい
るのかを知る機会となり，改めて自身の看護を考えるいい刺
激になった．

（3）�「看護職を育む方法としての COP の可能性」につ

いての満足度

関西学院大学　松本氏による「看護職を育む方法とし

ての COP の可能性について」の満足度は，「とても満

足した」が 32 名（78％），「満足した」が 9 名（22％）

であった（図 4）．「様々な事例は看護とかけ離れている

ものではなく，身近に感じた．とても分かりやすかった」

「様々な場での実践コミュニティについて知ることが出

来，コミュニティ・オブ・プラクティスについて改めて

考えることができた．」と，講演内容の理解に関する意

見があった（表 3）．

図 4　�「看護職を育む方法としてのコミュニティ・オブ・プラ
クティスの可能性」についての満足度

表 3．�「看護職を育む方法としてのコミュニティ・オブ・プラ
クティスの可能性」についての自由記載

様々な事例は看護とかけ離れているものではなく，身近に感
じた．とても分かりやすかった．

松本先生のお話が分かりやすく，先生の雰囲気もとてもよかっ
た．楽しかった．

事例としてお話を聞いたことが理論や他職種とのお話とつな
げて考えることができた．

講師の先生のお話が大変うまくて引き込まれた．内容も今後
の参考にできる気づきがたくさんあった．

様々な場での実践コミュニティについて知ることが出来，コ
ミュニティ・オブ・プラクティスについて改めて考えること
ができた．

ビジネスの視点を含めることで，組織全体を巻き込こともで
きるのではないかというヒントが得られた．

（4）パネルディスカッションについての満足度

パネルディスカッションの満足度は，「とても満足し

た」が 27 名（66％），「満足した」が 14 名（22％）であっ

た（図 5）．「内面化する実践共同体や本学の COP のと

らえなおしについてさらに理解が深まった」「発信して

いくことの力，共同体つくりで看護の質をあげていくこ

ということの話をきき，現場での重要性を認識できた．」

「今後の方向性が少し見えた気がした」といった，コミュ

ニティ・オブ・プラクティスへの理解が深まった意見や，

臨床の場における今後の示唆につながる意見があった

（表 4）．また，「松本先生のご発言が中断したりと残念

なところもあったが，それぞれの発言が絡んで楽しかっ

た．もう少し時間が欲しかった位だ．」「オンラインでの

開催にもかかわらず，型にはまらない意見のやり取りを

伺えて，とても満足した」といった，運営に関する意見

もあった（表 4）．

図 5　�パネルディスカッションについての満足度
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表 4　　パネルディスカッションについての満足度

今後の方向性が少し見えた気がした．

率直な意見交換を聞くことができた

内面化する実践共同体や本学の COP のとらえなおしについて
さらに理解が深まった．

発信していくことの力，共同体つくりで看護の質をあげてい
くこということの話をきき，現場での重要性を認識できた．

卒業生を交えてのパネルディスカッションはとても新鮮だっ
た．

松本先生のご発言が中断したりと残念なところもあったが，
それぞれの発言が絡んで楽しかった．

もう少し時間が欲しかった位だ．

オンラインでの開催にもかかわらず，型にはまらない意見の
やり取りを伺えて，とても満足した．

（5）看護セミナーの開催時期について

看護セミナーの開催時期については，「とても適当」

が 14 名（34％），「どちらかといえば適当」が 26 名（63％），

「どちらかといえば適当でない」が 1名（3％）であった．

（6）看護セミナーの周知について

看護セミナーを知った方法は「知り合いからの告知」

が 15 名（36％），ポスター・チラシが 13 名（32％），「神

戸女子大学の HP」が 4 名（10％），「その他（大学から

の郵送物）」が 7名（17％），「無回答」が 2名（5％）であっ

た．

4 ）第 6 回看護セミナーに対する意見や感想

14 名（34％）の回答者が看護セミナーに対する意見

や感想を記述していた．「学びの場をどう育んでいくの

かを考える機会になり，臨床の場でできることをやって

いきたいと思った」「卒業生がどのように授業に参加し，

何を感じていたのか，今振り返って何を感じているのか

などを聞くことができて良かった．嬉しい気持ちと卒業

生の成長に感動した．」「コミュニティ・オブ・プラクティ

スは臨床で活用できる手法であることを改めて感じた．

また，実際にコミュニティ・オブ・プラクティスが行わ

れている活動も思い浮かべることができた．」「実習で関

わらせていただいた学生さんが立派に活躍されている姿

を見ることができて，とても感動した．未来のリーダー

たちに頼もしくあり，自分もボヤボヤしてはいけないと

引き締まる思いでした．」といった，卒業生の姿に対す

る感想や，COP の活用についての意見が多く記されて

いた．

5 ）今後の看護セミナーへの要望や希望するテーマ

3 名（7％）の回答者が今後の看護セミナーへの要望

や希望するテーマを記述していた．「心理的安全性につ

いて」「ゼミに初めから先輩がいる学年になっていくと，

また学びも変わって来るのか？そして今後，卒業生達が

どのような中堅・熟達者になっていくのか，関心がある．」

「看護職として，学生と教員が垣根を越えて交流できる

機会になればうれしい．」といった意見があった．

6 ）アンケート結果のまとめ

今回の第 6 回看護セミナーは「コミュニティ・オブ・

プラクティスは看護職をどう育むか」をテーマに開催し

た．パネリストによる講演通してコミュニティ・オブ・

プラクティスの理解を深め，卒業生が語った内容からコ

ミュニティ・オブ・プラクティスを実践と関連させて考

えられるように企画した．セミナー参加者によるアン

ケート結果から，本セミナーが理論の理解や現場におけ

る理論の活用を促進するセミナーであったこと，コミュ

ニティ・オブ・プラクティスが臨床で活用できる手法で

あることが示唆された．また，本セミナーの開催時期や

テーマは，参加者のニーズに合っていたと評価する．今

年度はコロナ禍第 6波の影響により，例年よりも医療機

関からの参加者が少なく，教員の参加者が多かったが，

参加者の満足度も高く，看護基礎教育，臨床現場のニー

ズに沿った内容であったと考える．しかし，本学部学生

の参加者が少なく，学生の参加をどう促していくかが今

後の検討課題である．また，今年度はコロナ禍によりオ

ンライン開催を行ったが，インターネット通信が途中で

途切れた場面もあり，オンライン開催の場合は主催者，

参加者側がインターネット環境をどのように整えていく

かも課題である．

今回は，先輩のいない 1期生として卒業した卒業生の

インタビューであったが，「ゼミに初めから先輩がいる

学年になっていくと，また学びも変わって来るのか？そ

して今後，卒業生達がどのような中堅・熟達者になって

いくのか，関心がある．」という意見や，「心理的安全性

について」といったテーマを希望する意見があった．大

学が開催する看護セミナーのテーマには，現場のニーズ

にマッチし，大学と病院を繋ぎ，理論と実践を繋ぐもの

が求められている．アンケートのコメントを参考に，今

後の看護セミナーのテーマを検討していきたい．
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Ⅲ．おわりに

第 6 回看護セミナーでは，COP を取り入れた教育の

成果として，在学中に育まれた実践共同体が卒業後も内

面化されて別の場所での学びに活かされているという大

きな発見があった．今後も COP について学びを深め，

教育や臨床の現場，研究に取り入れ発展させていきたい．
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